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      リューベ株式会社 
 

・ あなたの安全を守るため、作業に入る前にこの取扱説

明書をよく読み、十分内容を理解すること。 
・ この取扱説明書を必要なときすぐ読めるように、常に

所定の場所に保管すること。 
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          はじめに             
 
 
■本装置の用途について 
    

ＥＰＭセンサーは、弊社潤滑システムの各バルブから機械本体

上の各給脂点に送られる潤滑剤の流れと機械部品の温度変化を

監視する装置です。 
これ以外の用途には使用しないでください。 

 
 
■本説明書に使用のマークについて 
 

この説明書では、身体に障害を招く事故を防止するための安全

注意事項を以下のマークを付けて表示しています。これらのマ

ークが付いた注意事項を必ず読み、完全に内容を理解してから

作業を始めてください。 
 
 
 

 
 
 
 
 
また、この説明書では、以下のマークが使われています。この

装置を正しくご使用いただくために、これらのマークが付いた

事項を必ずお読みください。 
       

作業時に気をつけるべき事項です。 
      この装置や機械本体の破損を招く恐れがありま 

す。 
 

この作業を行うとき参考となる情報です。 
 
      参照する項目を示します。 
 

 
記載事項を守らないと、死または重度の 
障害を負う恐れのある事項  

 
 記載事項を守らないと、軽度または中程

度の障害を負う恐れのある事項 

警告

注意
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■問い合わせ先 
 

この説明書の内容について質問や不明点がありましたら、下記

までお問い合わせください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■仕様変更について 
 

装置の改良にともない、この説明書に記載されている説明や図

が実際の装置と多少異なることがありますので、あらかじめご

了承ください。 
 

 
■装置の転売／貸与について 

 
装置を転売したり貸与する場合は、この説明書及び装置納入時

に添付されていた書類一式を装置とともにお渡しください。 
 
 
■装置／グリースの廃棄について 
 

装置またはグリースを廃棄する場合は、国と地方の定める法

律・規則に従って処理してください。 

■ 日本 
リューベ株式会社 受注及び問合せセンター 
(つくば工場内) 
〒300-2611 
茨城県つくば市大久保 15-1 
TEL: 029-877-5506   FAX: 029-865-3176 

 
■ 中国 
鲁布润滑机械（上海）有限公司 

上海市外高桥自由贸易试验区泰谷路 88 号 

TEL:021-5868-3818   FAX:021-5868-3880 
 
■ U.S.A 

LUBE USA , Inc. 
1075 Thousand Oaks Blvd, Greenville, SC 29607 
TEL:800-326-3765   FAX:864-242-1652 

TEL:800-326-3765   FAX:864-242-1652 
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     １．適用範囲        
 

ＥＰＭセンサ用リモート入力装置のシステム構成及び中継基板ユニットに適 
用します。 
 

    ２．システム構成       
 

ＥＰＭセンサ用リモート入力装置は、中継基板ユニットと末端基板ユニット 
から構成されます。１台の末端基板ユニットには、６つのＥＰＭセンサが接 
続されます。ＥＰＭセンサには、熱電対と接点が内蔵されており、温度と流 
量情報を取得します。末端基板ユニットでは、ポンプが運転中のときに接点 
がオンしていた時間を計測する機能と、熱電対の温度を計測する機能があり 
ます。 
中継基板ユニットは、３系統の末端基板ユニットの接続系統があり、１系統 
あたり最大６台接続でき、合計最大１８台の末端基板ユニットを接続できま 
す。中継基板ユニットは、さらに上位のＰＬＣなどにＲＳ４８５通信で収集 
データを送信します。収集データの送信は一方的に周期的に送信されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

システム構成図 
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    ３．外観・各部名称      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外観・各部名称 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

壁面取付足

操作スイッチ
(モーメンタリー
スイッチ付き
ロータリー
エンコーダー)

表示器

CN1
CN11 CN12 CN13 CN14

透明カバー
固定ビス

壁面取付足

透明カバー
固定ビス

壁面取付足

透明カバー
固定ビス

電源ランプ

エラーランプ
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３－１ 電源ランプ             

 
電源通電時に点灯します。 

 

３－２ エラーランプ            

 
エラー発生中に点灯します。 
ランプ点灯確認のため、電源投入直後は、約３秒間無条件に点灯します。 

 

３－３ 表示器               

 
８文字ｘ２行のキャラクタ表示器です。 
文字色は白色です。 
電源投入直後と、エラー・アラーム表示時、操作スイッチの操作時に点灯 
します。 
通常時は表示機の寿命延命のためにオフしています。 

 

３－４ 操作スイッチ            

 
中継基板ユニットの操作を行うためのスイッチです。 
スイッチは、モーメンタリースイッチ付きロータリーエンコーダーです。 
左右の回転と、押す操作が可能です。 
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３－５ ＣＮ１（上位通信 Ｉ／Ｆ）      

 
上位のＰＬＣやＰＣとの通信Ｉ／Ｆです。 

 
ＣＮ１（上位通信Ｉ／Ｆ） 

 
ピン番号 説明 
1 電源入力(24V) 
2 電源入力(0V) 
3 RS485_AY 
4 RS485_BZ 
5 ポンプ運転状態入力 

運転中: 0V(本コネクタ 2 ピンと短絡) 
停止中:開放 

基板側コネクタ型式 
CONEC 製 SAL-12S-FSHW5.1(43-01207) 
M12 オス 5 極 

 

３－６ ＣＮ１１－１３（下位通信Ｉ／Ｆ）  

 
末端ユニットを接続する下位通信の系統（グループ）１～３のＩ／Ｆです。 

 
ＣＮ１１～１３（下位通信Ｉ／Ｆ） 

 
ピン番号 説明 
1 電源出力(5V) 
2 電源出力(0V) 
3 下位通信 
4 ポンプ運転状態出力 

運転中: 5V 
停止中:開放 

基板側コネクタ型式 
CONEC 製 SAL-8S-FKHW4-X8(42-01427) 
M8 メス 4 極 
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３－７ ＣＮ１４（アラーム出力）      

 
アラーム出力のＩ／Ｆです。 
過電流保護機能付きのフォトＭＯＳリレーを使用しています。 

 
ＣＮ１４（アラーム出力） 

 
ピン番号 説明 
1 フォト MOS 出力(＋側) 
2 N.C. 使用しないで下さい。 
3 N.C. 使用しないで下さい。 
4 フォト MOS 出力(－側) 
基板側コネクタ型式 
CONEC 製 SAL-8S-FKHW4-X8(42-01427) 
M8 メス 4 極 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アラーム出力ブロック図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
外部機器の極性にあわせて接続してください。 

 
アラーム出力と外部機器の接続例 
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３－８ 透明カバー固定ビス         

 
操作スイッチを操作する場合は、透明カバーを取り外す必要があります。 

 

３－９ 壁面取付足             

 
筐体を壁面に固定するための足です。 
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      ４．機能         
 

４－１ 上位通信機能            

 
中継基板ユニットと上位のＰＬＣもしくはＰＣとＲＳ４８５通信を行う機 
能です。 
上位通信機能の詳細は、７章を参照してください。 

 

４－２ 下位通信機能            

 
末端基板ユニットと通信する機能です。下位通信機能の詳細は、８章を参 
照してください。 

 

４－３ モニタ機能             

 
上位通信に情報送信している末端基板ユニットの情報や中継基板ユニット 
の運転状態を表示器で確認する機能です。詳細は、５章を参照してくださ 
い。 

 

４－４ 局番（ＩＤ）設定機能        

 
一つの下位通信系統に属する末端基板ユニットには、それぞれ異なる局番 
を設定する必要があります。そのために、中継基板ユニットには、末端基 
板ユニットの局番を設定する機能があります。 
末端基板ユニットに局番を設定するときは、ＣＮ１１の下位通信系統に、 
末端基板ユニットを１台だけ接続します。画面操作により、その末端基板 
ユニットに必要な局番を設定します。 
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４－５ 上位通信拡張機能（将来拡張用）   

 
ＨＭＳ社のＭ４０通信モジュール（ハウジング無し）を増設する機能を備 
えます。増設する場合は、通信バスごとのソフト実装と、ハード・ソフト 
の評価が必要になります。現状では、未実装となります。 
電源容量の制限のためＨＭＳ社Ｍ４０通信モジュールシリーズの 
ＣｌａｓｓＢまでのモジュールに対応します。 

ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ 
ＰＲＯＦＩＢＵＳ 
ＥｔｈｅｒＣＡＴ 
ＰＲＯＦＩＮＥＴ ２－Ｐｏｒｔ 
Ｅｔｈｅｒｎｅｔ/ＩＰ ２－Ｐｏｒｔ 
ＥｔｈｅｒＮｅｔ ＰＯＷＥＲＬＩＮＫ 
Ｃｏｍｍｏｎ Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 
ＣＣ－Ｌｉｎｋ 
Ｍｏｄｂｕｓ－ＴＣＰ ２－Ｐｏｒｔ 
ＢＡＣｎｅｔ/ＩＰ 

 
以下のＣｌａｓｓＣモジュールには非対応です。 

ＰＲＯＦＩＮＥＴ ＦＯ ２－Ｐｏｒｔ 
ＣＣ－Ｌｉｎｋ ＩＥ Ｆｉｅｌｄ 

 

４－６ ファームウェア更新機能       

 
本体のファームウェアを更新する機能です。 
ＰＣ上で動作する専用ソフトウェアを使用してファームウェアを更新しま 
す。 
詳細は、９章を参照してください。 
（注意）本機能は、エンドユーザー様が使用する想定をしておりません。 
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   ５．表示器・操作仕様      
 

５－１ 仕様説明での表現について      

 
５－１－１ 表示器表示文字列 

 
スペースは、□で表現します。 
カナの濁点は１文字で数えます。 

 

５－２ 操作部               

 
操作部は、表示器と操作スイッチで構成されています。 
表示器は、ＡＳＣＩＩ文字８文字ｘ２行のキャラクタ表示器です。 
英語モードでは、アルファベット、日本語モードでは、カナ表示を行いま 
す。 
操作スイッチは、モーメンタリースイッチ付きロータリーエンコーダーで 
す。 
ボタンの押下と左右の回転で操作ができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作部説明 

 
 
 
 
 
 
 

表示機
ASCII文字8文字x2行

モーメンタリースイッチ付き
ロータリーエンコーダー

ボタンを押下：決定
右左回転：選択
　　　　　右回転(増える)
　　　　　左回転( 減る)

英語モード/日本語(カナ)モード
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５－３ 電源投入時の画面          

 
電源投入直後の画面表示です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電源投入時
動作開始までか
最低1秒間はPOWER ON表示
2行目は
ソフトバージョンを表示

英語モード表示

ＰＯＷＥＲ□ＯＮ
V1.23.45

日本語モード表示

デンゲンオン
v1.23.45

電源投入時画面

ＰＯＷＥＲ□ＯＮ
MODE0□□□

デンゲンオン
モード0□□□

つづけて
最低1秒間は
運転モード(MODE0-2)表示

つづけて
最低1秒間は
オフディレー出力時間を表示
0～480分

ＰＯＷＥＲ□ＯＮ
□□□□0min

デンゲンオン
□□□□0min

ＰＯＷＥＲ□ＯＮ
□□480min

デンゲンオン
□□480min

（480 分の例） （480 分の例）

（0 分の例）（0 分の例）

上記のPOWER ON表示中は
エラーランプは無条件に点灯します。
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５－４ 運転状態表示画面          

 
電源投入後の通常運転状態での画面です。 
ＬＥＤの寿命を延命するために表示は次の動作になります。 

● ６０秒間操作が無い場合は、自動的に「運転状態表示画面」に変わ 
ります。 

●「運転状態表示画面」で６０秒間操作が無い場合は、表示器が消灯 
（オフ）します。 
ただし、エラー発生、又はアラーム無効設定が有効時は常に画面 
を表示します。 

● 表示器が消灯（オフ）の状態のときに、スイッチが操作（押下、回 
転）されると表示が再開します。 

● エラー発生時、表示を行い、エラークリアを行うまで表示し続けま 
す。 

● エラー発生中は、エラーランプも点灯します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

運転状態表示画面

電源投入後、
運転状態表示時
エラーなし状態

ＲＵＮＮＩＮＧ□
□□□□□□□□

ウンテンチュウ□
□□□□□□□□

エラーがある場合は、
通常動作時の画面の
2行目に表示します。

2行目は、
1秒オン500msオフのフリッ
カ表示をします。

複数のエラーやアラームがあ
る場合は、順番に繰り返し表
示します。
ログの書き込みに失敗した場
 合、1行目の右端に「＊」を
表示します。

ＲＵＮＮＩＮＧ□
E□TMP□□□

ウンテンチュウ□
E□ダンセン□

ＲＵＮＮＩＮＧ□
E□TMP□□□

ウンテンチュウ□
E□ダンセン□

ＲＵＮＮＩＮＧ□
E□VOMIT□

ウンテンチュウ□
E□トシュツ□□

英語モード表示 日本語モード表示

アラーム無効設定有効状態 ＲＵＮＮＩＮＧ□
ALM□OFF□

ウンテンチュウ□
ALM□OFF□

E□オンド□□ 

E□オンド□□ 
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「＊」が表示される原因としてはノイズか経年劣化のため、メモリへのアク 
セスが正常にできないことが考えられます。そのため、電源を再投入しても 
復旧しないことがあります。表示後、アラームクリアを行うか、リセットを 
行うことで消えますが、再びアクセス異常が発生すると表示します。 

 
エラーの種類 英語表示 日本語表示 
断線エラー E□DISCO． E□ダンセン□ 
温度エラー E□TMP□□□ E□オンド□□ 
吐出エラー E□VOMIT□ E□トシュツ□□ 
構成エラー 末端ユニット E□UCONF E□U コウセイ□ 
構成エラー センサ E□SCONF E□S コウセイ□ 
通信エラー E□COM□□□ E□ツウシン□□ 

 

５－５ メニュー操作画面          
 
５－５－１ メニュー構造 
 

メニューは次の構造になっています。 
１．言語－１．英語 

－２．日本語 
２．ＩＤ－１．ＩＤ読出 

－２．ＩＤ書込：ＩＤ番号の選択と設定 
３．モニタ：Ｉｔｅｍ Ｎｏ．選択とモニタ値の表示 
４．モード設定：末端基板ユニットの入力判定モードの選択（ＭＯＤＥ０，

ＭＯＤＥ１，ＭＯＤＥ２）※１ 
５．ポンプ信号ディレー設定：末端基板ユニットに中継するポンプ運転状 

態信号のディレー時間の設定 
６．構成設定：末端ユニット、ＥＰＭセンサの使用有無の設定 
７．閾値設定：エラー判定に用いる閾値の設定 
８．エラー表示：エラー内容の表示。 
９．アラームクリア：発生しているアラームのクリア操作。 

１０．アラームキャンセル：キャンセルモードの設定。 
１１．アラーム出力極性の設定。 
１２．カウント：ポンプ動作回数の表示、クリア操作。 
１３．ログ：ログ内容の表示。 
１４．ログクリア：ログ内容のクリア。 
１５．デフォルト：設定値の初期化操作。 
１６．アラーム無効設定。 
 
※１．モード０以外に設定しないでください。（デフォルト値モード０） 
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５－５－２ メニュー項目選択画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メニュー項目選択 英語モード表示 日本語モード表示

運転状態表示画面で

ボタンを1秒以上押すと
メニュー画面に遷移する。

60秒以上無操作だと
運転状態表示画面に遷移す
 る。

＞を選択したいメニューに
あわせて、ボタンを押すと
そのメニューが選択され
 る。

戻るを選択すると
運転状態表示画面に
戻ります。

MENU□□□□
＞1.LANG□

メニュー□□□□
＞1.ゲンゴ

□1.ゲンゴ
＞2.ID□□□

□1.LANG□
＞2.ID□□□

□3.モニタ□□
＞4.モード□□

□3.MON□□
＞４．MODE□

右回転↓

□2.ID□□□
＞3.モニタ□□

□2.ID□□□
＞3.MON□□

□4.モード□□
＞5.ディレー□

□4.MODE□
＞5.DELAY

□5.ディレー□
＞6.センサ□□

□15.DFLT
＞16.ASET

左回転は
メニューが逆方向にスクロール

右回転↓

右回転↓

右回転↓

右回転↓

□5.DELAY
＞6.SENS□

右回転↓

□6.SENS．
＞7.LIMIT

右回転↓

□7.LIMIT
＞8.ERR□□

□8.ERR□□
＞9.ACLR□

右回転↓

□9.ACLR□
＞10.ACAN

右回転↓

□10.ACAN
＞11.POLA

右回転↓

□12.CNT□
＞13.LOG□

右回転↓

□6.センサ□□
＞7.シキイチ□

□7.シキイチ□
＞8.エラー□

□8.エラー□□
＞9.Aクリア□

□9.Aクリア□
＞10.Aナシ□

□10.Aナシ□
＞11.キョク□

□12.カウント
＞13.ログ□

□14.Lクリア
＞15.ショキチ

左回転は
メニューが逆方向にスクロール

右回転↓

右回転↓

右回転↓

右回転↓

右回転↓

右回転↓

右回転↓

右回転↓

右回転↓

右回転↓

右回転↓

□13.LOG□
＞14.LCLR

右回転↓

□15.ショキチ
＞16.Aセット

右回転↓

右回転↓

□14.LCLR
＞15.DFLT

□13.ログ□
＞14.Lクリア

右回転↓

□11.POLA
＞12.CNT□

右回転↓

□11.Aキョク□
＞12.カウント

右回転↓

右回転↓
□16.AINV
＞BACK□□□ 右回転↓

□16.Aムコウ
＞モドル□□□□
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５－５－３ 言語設定メニュー 
 

表示器に表示する言語を選択する画面です。 
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５－６ 局番（ＩＤ）設定メニュー      
 

末端ユニットの局番を確認したり設定したりする画面です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ID設定メニュー
(2.ID) 英語モード表示 日本語モード表示

IDを設定したい
末端ユニットを
CH1の系統に
1台だけ接続する。

ID□□□□□□
＞1.READ□

ID□□□□□□
＞1.カクニン

□1.カクニン□
＞2.セッテイ□

□1.READ□
＞2.WRITE

□2.セッテイ□
＞モドル□□□

□2.WRITE
＞BACK□□□

右回転↓右回転↓

右回転↓ 右回転↓

↓左回転 ↓左回転

他と同様 他と同様

1.READを選択すると
IDを読み出し表示す
る。読み出しできるま
では、*を表示する。

ReadID=*
＞BACK□□□

カクニンID=*
＞モドル□□□

2.WRITEを選択すると
ID設定画面になる。
左右回転で、
局番を選択する。
ボタンを押すと
書き込みを実施する。

SetID=1□
＞WRITE

セッテイID=1
＞セッテイ

SetID=2□
＞WRITE

セッテイID=2
＞セッテイ

右回転↓ 右回転↓↑左回転 ↑左回転

SetID=6□
＞WRITE

セッテイID=6
＞セッテイ

右回転↓ 右回転↓↑左回転 ↑左回転

SetID=*□
＞CANCEL□

セッテイID=*
＞チュウシ□□□

右回転↓ 右回転↓↑左回転 ↑左回転

書込成功時は、自動的に
一つ上のメニューに戻り
ます。

書込失敗時は
　エラーを表示します。
ボタンを押すと一つ上の
メニューに戻ります。

ERROR□□□
＞BACK□□□

エラー□□□□□
＞モドル□□□
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５－７ レジスタモニタメニュー       
 
５－７－１ レジスタモニタメニュー 
 

中継基板ユニットが上位通信で出力している末端ユニットの情報を確認す 
る画面です。Ｉｔｅｍ Ｎｏ．については、次章を参照ください。 
割り当てのあるＩｔｅｍ Ｎｏ．についてのみ表示されます。 
割り当てのないＩｔｅｍ Ｎｏ．は、選択肢として表示されません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レジスタモニタメニュー
(3.MON)(3.モニタ) 英語モード表示 日本語モード表示

モニタしたい
アイテムを
左右回転で選択すると
その値が表示されます。
ボタンを押すと
一つ上のメニューに戻りま
 す。

Item番号は10進数

数値表示は、末尾の記号で

d:符号付10進数
　固定小数点

h:16進数(大文字)

末尾表記が無いものは
2進数表示で、
左側がBIT 7、右端がBIT 0

Item0000
01010101

Item0001
１２３４５６７h

Item9999
１２３４５６７d

右回転↓↑左回転

右回転↓↑左回転

英語モードと
共通
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５－７－２ Ｉｔｅｍ Ｎｏ．の割付 
 

Ｉｔｅｍ Ｎｏ．は４桁の１０進数です。これをＩｔｅｍ Ｎｏ．ＸＹＡＢ 
とします。 
最上位桁Ｘは、グループ番号（系統番号）１から３を表します。 
上位２桁目Ｙは、グループ内の端末基板ユニットの局番１から６を表しま 
す。 
下位２桁ＡＢは、端末基板ユニットの内部の値の識別番号を示します。 
それ以外の番号は選択枝として表示されません。 

 
  Ｉｔｅｍ Ｎｏ．の上位２桁（１１～４６）の割付 
 

Item No.の 

上位 2桁 

説明 

11～ 系統 1の局番 1の測定データ 36 バイト 

12～ 系統 1の局番 2の測定データ 36 バイト 

13～ 系統 1の局番 3の測定データ 36 バイト 

14～ 系統 1の局番 4の測定データ 36 バイト 

15～ 系統 1の局番 5の測定データ 36 バイト 

16～ 系統 1の局番 6の測定データ 36 バイト 

21～ 系統 2の局番 1の測定データ 36 バイト 

22～ 系統 2の局番 2の測定データ 36 バイト 

23～ 系統 2の局番 3の測定データ 36 バイト 

24～ 系統 2の局番 4の測定データ 36 バイト 

25～ 系統 2の局番 5の測定データ 36 バイト 

26～ 系統 2の局番 6の測定データ 36 バイト 

31～ 系統 3の局番 1の測定データ 36 バイト 

32～ 系統 3の局番 2の測定データ 36 バイト 

33～ 系統 3の局番 3の測定データ 36 バイト 

34～ 系統 3の局番 4の測定データ 36 バイト 

35～ 系統 3の局番 5の測定データ 36 バイト 

36～ 系統 3の局番 6の測定データ 36 バイト 
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Ｉｔｅｍ Ｎｏ．の上位２桁（１１～３６）に対する下位２桁の割付 
 

下位 
2 桁 

説明 値表示 

0 入力状態 
BIT0～BIT5:CH1-CH6 接点オンオフ情報(0:オフ、1:オン) 
BIT6:計測中 

(末端ユニットのポンプ運転信号入力の状態(0:オフ 1:オン)) 
(末端ユニットには、中継ユニットがディレー時間を付加した 
ポンプ運転状態が入力される。) 

BIT7:通信エラー 
(1:中継ユニットが末端ユニットからの応答を得られない状態。 

(モニタレジスタの計測データの内容が有効でない状態) 
0:正常) 

1 温度測定 VCC 短絡エラー 
BIT0-5:CH1-5 温度センサ VCC 短絡エラー(0:通常 1:エラー) 
BIT6:予約(0 固定) 
BIT7:中継ユニットがポンプ装置から入力している 

ポンプ運転信号入力の状態(遅延が無い) (0:オフ 1:オン) 

08b 

2 温度測定 GND 短絡エラー 
BIT0-5:CH1-5 温度センサ GND 短絡エラー(0:通常 1:エラー) 
BIT6,7: MODE0: (BIT7,6=0, 0), 

MODE1: (BIT7,6=0, 1), 
MODE2: (BIT7,6=1, 0) 

08b 

3 温度測定 断線エラー 
BIT0-5:CH1-5 温度センサ断線エラー(0:通常 1:エラー) 
BIT6-7:予約(0 固定) 

4 CH1 接点カウンタ情報 2 バイト 04h 

6 CH2 接点カウンタ情報 2 バイト  

8 CH3 接点カウンタ情報 2 バイト 

10 CH4 接点カウンタ情報 2 バイト 

12 CH5 接点カウンタ情報 2 バイト 

14 CH6 接点カウンタ情報 2 バイト 

16 温度センサ入力部温度情報 100 倍値(2 バイト) (符号付 16 ビット) 
-2000-+10000(d)：-20.00-100.00 度 測定不能時は｢----｣となる。 

s3.2d 

18 CH1 熱電対測定温度 100 倍値(2 バイト) (符号付 16 ビット) 
-2000-+10000(d)：-20.00-100.00 度 測定不能時は｢----｣となる。 

s3.2d 

20 CH2 熱電対測定温度 100 倍値(下位 1バイト) (符号付 16 ビット) 

22 CH3 熱電対測定温度 100 倍値(下位 1バイト) (符号付 16 ビット) 

24 CH4 熱電対測定温度 100 倍値(下位 1バイト) (符号付 16 ビット) 

26 CH5 熱電対測定温度 100 倍値(下位 1バイト) (符号付 16 ビット) 

28 CH6 熱電対測定温度 100 倍値(下位 1バイト) (符号付 16 ビット) 

29 中継ユニット構成エラー 
BIT0: 構成エラー(0:正常 1:エラー) 
BIT1-7:予約(0 固定) 

30 中継ユニット通信エラー（規定回数エラー） 
BIT0:通信エラー(0:正常 1:エラー) 
BIT1-7:予約(0 固定) 

31 エラー状態 断線エラー 
BIT0-5：CH1-6 センサ(0:通常 1:エラー) 
BIT6,7：予約(0 固定) 

32 エラー状態 温度エラー 

33 エラー状態 吐出エラー 

34 エラー状態 構成エラー 

上位通信フォーマットの末端ユニット内のデータ割付のバイト順に合わせる。 
 
値表示記号説明(□はスペースの意味) 
08b:00000000-11111111 (8 桁 2 進数)左端が Bit7、右端が Bit0 
04h: 0000h, 0001h～FFFFh (4 桁 16 進数) 
s3.2d: □-20.00d、□□□0.00d、□□99.99d, □100.00d 

 (符号付 整数部 3桁 小数部 2 桁 小数点 10 進数) 
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５－８ モード設定メニュー         
 

末端基板ユニットの入力判定モード（ＭＯＤＥ０，ＭＯＤＥ１， 
ＭＯＤＥ２）の設定をする画面です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ＭＯＤＥ０で使用してください。 
  ＭＯＤＥ１、ＭＯＤＥ２は使用しないでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「モード」設定メニュー
(4.MODE) 英語モード表示 日本語モード表示

メニューが選択されると現
在のモードが選択された状
態で表示されます。

MODE0
MODE1
MODE2
のいずれかを選択します。

選択するとMODE設定は、
中継ユニットの設定データ
として記憶されます。

モードの初期値はMODE0
です。

モードを設定すると、
中継ユニットは
再起動します。

戻るを選択すると
設定せずに
1つ上のメニューに
戻ります。

MODE□□□□
＞1.MODE0

モード□□□□
＞1.モード0

□1.モード0
＞2.モード1

□1.MODE0
＞2.MODE1

□2.モード1
＞3.モード2

□2.MODE1
＞3.MODE2

右回転↓右回転↓

右回転↓ 右回転↓

□3.モード2
＞モドル□□□

□3.MODE2
＞BACK□□□

右回転↓ 右回転↓

左回転は
同様

右回転↓

左回転は
同様
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５－９ ポンプ信号ディレー設定メニュー   
 

末端基板ユニットに中継するポンプ運転状態信号のディレー時間の設定を 
する画面です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ディレー設定メニュー
(5.DELAY) 英語モード表示 日本語モード表示

メニューが選択されると
現在のディレー時間が表
示されます。

設定を変更する場合は、
0から480 分の
ディレー時間を
設定します。

設定すると中継ユニット
の設定データとして記憶
されます。

初期値は0分です。

設定すると、
中継ユニットは
再起動します。

戻るを選択すると
設定せずに
1つ上のメニューに
戻ります。

DELAY□□□
□□□□0min

ディレー□□□
□□□□0min

DELAY□□□
□□□□1min

ディレー□□□
□□□□1min

右回転↓ 右回転↓↑左回転 ↑左回転

DELAY□□□
□□480min

ディレー□□□
□□480min

右回転↓ 右回転↓↑左回転 ↑左回転

DELAY□□□
＞BACK□□□

ディレー□□□
＞モドル□□□

右回転↓ 右回転↓↑左回転 ↑左回転



26 

５－１０ 構成設定メニュー         
 

接続構成を設定する画面です。 
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５－１１ 閾値設定メニュー                    
閾値を設定する画面です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「閾値」表示メニュー
(7.LIMIT)

英語モード表示

メニューが選択されると閾値の
種類が表示されます。

種類を選択するとEPMセンサを
表示します。
各センサを数字で表しており、
1桁目は系統、2桁目はID、
3桁目はCHとなります。

系統1、ID1、CH1の
EPMセンサの場合
「UNIT□111」となります。

吐出上限、下限設定画面では
ボタンを押す毎に設定桁が上位桁
に移行し、最上位桁で押すと確定
となります。

各センサの設定変更後、
「LIM□SET」を選択すると
設定が更新されます。

設定を更新すると中継ユニットは
再起動します。

戻るを選択すると
1つ上のメニューに戻ります。

□DISCON
＞TMP

TMP□□□□□
＞UPPER□□

□TMP□□□□
＞VOMIT□□

□LIM□SET
＞BACK□□□

********
＞########

□UPPER□□
＞BACK□□□

********
＞########

押下 押下

↑左回転 右回転↓ ↑左回転 右回転↓

↑左回転 右回転↓

UNIT□□□□
＞１１１□□□□

UNIT□□□□
＞１１２□□□□

押下

UNIT□□□□
＞３６６□□□□

□VOMIT□□
＞LIM□SET

VOMIT□□□
＞UCNT□□□

□LCNT□□□

＞ACCUM□□

・
・
・

□ACCUM□□
＞BACK□□□

↑左回転 右回転↓

↑左回転 右回転↓

KIND□□□□
＞DISCON．

DISCON□□
＞CNT□□□□

CNT□□□□□
＞1□□□□□□

□CNT□□□□
＞BACK□□□

CNT□□□□□
＞60□□□□□

↑左回転 右回転↓ ↑左回転 右回転↓

「＊＊＊＊＊＊＊＊」には
各設定項目名、
「＃＃＃＃＃＃＃＃」には
各設定値を表示します。

・
・
・

↑左回転 右回転↓

↑左回転 右回転↓ ↑左回転 右回転↓

↑左回転 右回転↓

↑左回転 右回転↓

・
・
・

□UCNT□□□

＞LCNT□□□

↑左回転 右回転↓
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「閾値」表示メニュー
(7.LIMIT)

日本語モード表示

英語モード表示と同じ

□ダンセン□□
＞オンド□□□

オンド□□□□
＞ジョウゲン□

□オンド□□□
＞トシュツ□□

□シキイチセット
＞モドル□□□

********
＞########

□ジョウゲン□
＞モドル□□□

********
＞########

押下 押下

↑左回転 右回転↓ ↑左回転 右回転↓

↑左回転 右回転↓

UNIT□□□□
＞１１１□□□□

UNIT□□□□
＞１１２□□□□

押下

UNIT□□□□
＞３６６□□□□

□トシュツ□□
＞シキイチセット

トシュツ□□□
＞Uカウント□

□Lカウント□
＞ルイセキ□□

・
・
・

□ルイセキ□□
＞モドル□□□

↑左回転 右回転↓

↑左回転 右回転↓

シュルイ□□□
＞ダンセン□□

ダンセン□□□
＞カウント□□

カウント□□□
＞1□□□□□□

□カウント□□
＞モドル□□□

カウント□□□
＞60□□□□□

↑左回転 右回転↓ ↑左回転 右回転↓

「＊＊＊＊＊＊＊＊」には
各設定項目名、
「＃＃＃＃＃＃＃＃」には
各設定値を表示します。

・
・
・

↑左回転 右回転↓

↑左回転 右回転↓ ↑左回転 右回転↓

↑左回転 右回転↓

↑左回転 右回転↓

・
・
・

□Uカウント□
＞Lカウント□

↑左回転 右回転↓
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５－１２ エラー表示メニュー        
 

エラーを表示する画面です。 
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５－１３ アラームクリアメニュー      
 

エラー、アラームをクリアする画面です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５－１４ アラームキャンセルメニュー    
 

アラームキャンセルモードを設定する画面です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



31 

５－１５ アラーム出力極性設定メニュー   
 

アラーム出力の極性を N.O.、N.C.に設定する画面です。 
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５－１６ ポンプ動作回数カウントメニュー  
 

ポンプ動作回数のカウント表示、クリアする画面です。 
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５－１７ ログ表示メニュー                    
ログの内容を表示します。 
最大表示件数は最新 ２０件です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

種類 内容 データ 

イベント 起動 － 

 エラークリア － 

 設定変更 － 

 カウンタクリア － 

 アラーム無効設定 有効 － 

 アラーム無効設定 無効 － 

エラー 断線エラー 系統、ID、CH 

 温度エラー 系統、ID、CH 

 吐出エラー 系統、ID、CH 

 構成エラー 系統、ID、CH 

 通信エラー 系統、ID、CH 

「ログ」表示メニュー
(13.LOG) 英語モード表示

メニューが選択されると発生している
ログが表示されます。

カウント（CNT）ではポンプのカウント
 数を表示します。

種類（KIND）ではログの種類を
表示します。

内容（CONTENT）ではログの内容を
表示します。

データ（DAT）ではログの内容を
表示します。
（必要なければ非表示）

戻るを選択すると

1つ上のメニューに戻ります。

01□CNT□□
□□□□□□□９

LOG□□□□□
＞BACK□□□

日本語モード表示

↑左回転 右回転↓

01□DAT□□
＞１１１

02□CNT□□
□□□□□□１０

↑左回転 右回転↓

押下

01□カウント□
□□□□□□□９

ログ□□□□□□
＞モドル□□□

↑左回転 右回転↓

01□データ□
＞１１１

02□カウント□
□□□□□□１０

↑左回転 右回転↓

押下

01□KIND□
＞ERR□□□□

01□シュルイ□
＞エラー□□□□

01□CONT.
＞DISCON

01□ナイヨウ□
＞ダンセン□□□

↑左回転 右回転↓

↑左回転 右回転↓

↑左回転 右回転↓
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５－１８ ログクリアメニュー        
 

ログをクリアする画面です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５－１９ 初期化メニュー          
 
初期化を行う画面です。 
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５－２０ アラーム無効設定メニュー     
 

アラームの無効設定を行う画面です。 
アラームの無効設定を有効にすると全てのエラー、アラームが無効になり 
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「アラーム有無設定」設定メニュー
(16.ACAN) 英語モード表示

メニューが選択されると
アラーム有無設定が表示されます。

「ALM□SET」画面でENABLEを
選択すると、設定の確認を行います。

YESを選択するとアラーム設定ありに
なります。

NOを選択すると1つ上のメニューに戻りま
 す。

設定を更新すると中継ユニットは再起動し
ます。

戻るを選択すると
1つ上のメニューに戻ります。

ALM□INV.
＞ENABLE□

□DESABLE
＞BACK□□□

日本語モード表示

↑左回転 右回転↓

アラーム□ムコウ
＞ユウコウ□□□

□ムコウ□□□□
＞モドル□□□□

↑左回転 右回転↓

□ENABLE□
＞DISABLE

↑左回転 右回転↓

□ユウコウ□□□
＞ムコウ□□□□

↑左回転 右回転↓

押下

SET？
＞YES□□□□

□YES□□□
＞NO□□□□

↑左回転 右回転↓

押下

セッテイシマスカ
＞ハイ□□□□

□ハイ□□□
＞イイエ□□□□

↑左回転 右回転↓
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  ６．中継基板ユニットの機能    
 
６－１ 基本機能              
 

中継基板ユニットは、末端基板ユニットから下位通信経由で情報を収集し、 
上位装置へ上位通信経由で情報を送信します。 
中継基板ユニットは、ポンプ装置からポンプ運転信号を受け取り、末端基 
板ユニットに中継します。 

 

６－２ モード設定（入力判定モード） 
による動作の違い 

 
中継基板ユニットは、モード設定に従い、末端基板ユニットに送るコマン 
ドの種別を変更します。末端基板ユニットは受け取ったコマンドの種別に 
より、該当する入力判定モードでの計測結果を中継基板ユニットに応答し 
ます。中継基板ユニットで、電源投入後にモード設定が変更された場合は、 
再起動し、初期動作からやり直します。 
末端基板ユニットは、電源投入後に動作中の入力判定モードと異なるコマ 
ンドを受けた場合は、対応する入力判定モードに切替えるとともに、接点 
カウンタの値を０クリアします。 

 

６－３ オフディレー設定          
 

中継基板ユニットは、ポンプ装置からポンプ動作中信号を受け取り末端基 
板ユニットへ中継します。中継する信号をオフにするタイミングは、ポン 
プ動作中信号がオフになってからオフディレー設定時間分だけ遅延させま 
す。この信号は専用のＩＯ信号線で末端基板ユニットに伝送されます。 
末端基板ユニットは、受け取った遅延付きのポンプ動作中信号を入力し、 
下位通信経由で中継基板ユニットに送ります。 
中継基板ユニットは、ポンプ装置から受け取ったポンプ動作中信号を上位 
通信で上位に伝送するとともに、末端基板ユニットから受信した遅延付き 
のポンプ動作中信号も上位通信で上位に伝送します。 
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    ７．上位通信仕様       
 

７－１ 上位通信              
 

上位通信は、中継基板ユニットとその上位のＰＬＣ（もしくはＰＣ）間の 
通信です。 

 

７－２ 通信プロトコル           
 

測定データの上位機器への通信は定期的に一方的に出力します。 
測定データは、500ms 周期で送信します。 

 
７－２－１ 通信設定 
 

通信速度：３８，４００ｂｐｓ 
スタートビット：１ビット 
データ長：８ビットＬＳＢファースト 
ストップビット：１ビット 
パリティ：なし 
通信文字：バイナリ方式 

 
７－２－２ 通信物理層 
 

２線式ＲＳ４８５ 通信です。 
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７－３ 測定データ（上位通信） 
通信フォーマット 

 
通信フォーマット 

 
先頭からの 

バイト数 

説明 値の範囲 

0 ヘッダ FFh 

1 ヘッダ 00h 

2 送信カウンタ 下位 1バイト 00h～FFh 

3 送信カウンタ 上位 1バイト 00h～FFh 

4～ 系統 1の局番 1の測定データ 36 バイト  

40～ 系統 1の局番 2の測定データ 36 バイト  

76～ 系統 1の局番 3の測定データ 36 バイト  

112～ 系統 1の局番 4の測定データ 36 バイト  

148～ 系統 1の局番 5の測定データ 36 バイト  

184～ 系統 1の局番 6の測定データ 36 バイト  

220～ 系統 2の局番 1の測定データ 36 バイト  

256～ 系統 2の局番 2の測定データ 36 バイト  

292～ 系統 2の局番 3の測定データ 36 バイト  

328～ 系統 2の局番 4の測定データ 36 バイト  

364～ 系統 2の局番 5の測定データ 36 バイト  

400～ 系統 2の局番 6の測定データ 36 バイト  

436～ 系統 3の局番 1の測定データ 36 バイト  

472～ 系統 3の局番 2の測定データ 36 バイト  

508～ 系統 3の局番 3の測定データ 36 バイト  

544～ 系統 3の局番 4の測定データ 36 バイト  

580～ 系統 3の局番 5の測定データ 36 バイト  

616～ 系統 3の局番 6の測定データ 36 バイト  

652 サム値 下位 1バイト 

データ0からn-1バイト目のデータを8ビット単

位で加算した値を反転し、1加算したもの。 

つまり、0バイト目から nバイト目(サム値)まで

をすべて加算したときに 00h となる値 

00h～FFh 
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７－４ 測定データフォーマット       
 

下位ユニットあたりの測定データ（１／２） 
 
バイト数 説明 

0 入力状態 

BIT0～BIT5:CH1-CH6 接点オンオフ情報(0:オフ、1:オン) 

BIT6:計測中 

(末端ユニットのポンプ運転信号入力の状態(0:オフ 1:オン)) 

(末端ユニットには、中継ユニットがディレー時間を付加した 

ポンプ運転状態が入力される。) 

BIT7:通信エラー 

(1:中継ユニットが末端ユニットからの応答を得られない状態。 

(モニタレジスタの計測データの内容が有効でない状態) 

0:正常) 

1 温度測定 VCC 短絡エラー 

BIT0-5:CH1-5 温度センサ VCC 短絡エラー(0:通常 1:エラー) 

BIT6:予約(0 固定) 

BIT7: 中継ユニットがポンプ装置から入力している 

ポンプ運転信号入力の状態(遅延が無い) (0:オフ 1:オン) 

2 温度測定 GND 短絡エラー 

BIT0-5:CH1-5 温度センサ GND 短絡エラー(0:通常 1:エラー) 

BIT6,7: MODE0: (BIT7,6=0, 0), 

MODE1: (BIT7,6=0, 1), 

MODE2: (BIT7,6=1, 0) 

3 温度測定 断線エラー 

BIT0-5:CH1-5 温度センサ断線エラー(0:通常 1:エラー) 

BIT6-7:予約(0 固定) 

4 CH1 接点カウンタ情報 下位 1バイト 

5 CH1 接点カウンタ情報 上位 1バイト 

6 CH2 接点カウンタ情報 下位 1バイト 

7 CH2 接点カウンタ情報 上位 1バイト 

8 CH3 接点カウンタ情報 下位 1バイト 

9 CH3 接点カウンタ情報 上位 1バイト 

10 CH4 接点カウンタ情報 下位 1バイト 

11 CH4 接点カウンタ情報 上位 1バイト 

12 CH5 接点カウンタ情報 下位 1バイト 

13 CH5 接点カウンタ情報 上位 1バイト 

14 CH6 接点カウンタ情報 下位 1バイト 

15 CH6 接点カウンタ情報 上位 1バイト 
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下位ユニットあたりの測定データ（２／２） 
 

バイト数 説明 

16 温度センサ入力部温度情報 100 倍値(下位 1バイト) (符号付 16 ビット) 

-2000-+10000(d)：-20.00-100.00 度 測定不能時は 7FFFh となる。 

17 温度センサ入力部温度情報 10 倍値(上位 1バイト)  

18 CH1 熱電対測定温度 100 倍値(下位 1バイト) (符号付 16 ビット)  

19 CH1 熱電対測定温度 100 倍値(上位 1バイト)  

-2000-+10000(d)：-20.00-100.00 度 測定不能時は 7FFFh となる。 

20 CH2 熱電対測定温度 100 倍値(下位 1バイト) (符号付 16 ビット) 

21 CH2 熱電対測定温度 100 倍値(上位 1バイト)  

22 CH3 熱電対測定温度 100 倍値(下位 1バイト) (符号付 16 ビット) 

23 CH3 熱電対測定温度 100 倍値(上位 1バイト)  

24 CH4 熱電対測定温度 100 倍値(下位 1バイト) (符号付 16 ビット) 

25 CH4 熱電対測定温度 100 倍値(上位 1バイト)  

26 CH5 熱電対測定温度 100 倍値(下位 1バイト) (符号付 16 ビット) 

27 CH5 熱電対測定温度 100 倍値(上位 1バイト)  

28 CH6 熱電対測定温度 100 倍値(下位 1バイト) (符号付 16 ビット) 

29 CH6 熱電対測定温度 100 倍値(上位 1バイト)  

30 吐出エラー 

BIT0-5:CH1-5 吐出エラー(0:通常 1:エラー) 

BIT6-7:予約(0 固定) 

31 CH1～CH6 のセンサ 1～6の使用有無 

BIT0～BIT5:CH1-CH6 センサ使用有無(0:使用しない、1:使用する) 

32 ポンプ運転回数 上位から 4バイト目 

33 ポンプ運転回数 上位から 3バイト目 

34 ポンプ運転回数 上位から 2バイト目 

35 ポンプ運転回数 上位から 1バイト目 
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７－５ 制御データ（上位通信） 
通信フォーマット 

 
コマンドの種類 

コマン

ド 

内容 

01h 送信開始コマンド 

02h 送信停止コマンド 

03h 設定読込コマンド 

04h 設定書込コマンド 

05h ログ取得コマンド 

06h ログクリアコマンド 

11h 初期化コマンド 

 

フォーマット 上位→中継基板ユニット 

 

ヘッダ 1 

 

 

ヘッダ 2 

 

 

データ 

 

SUM 値 

00 ｈ FFh － 00～FFh 

 

中継基板ユニット→上位 

 

ヘッダ 1 

 

 

ヘッダ 2 

 

 

データ 

 

SUM 値 

FF ｈ 00h － 00～FFh 

 

全ての通信データはバイナリデータです。 

SUM 値：データ 0から n-1 バイト目のデータを 8ビット単位で加算した値を 

反転し、1加算したもの。 
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７－５－１ 送信開始コマンド 
 

ＰＣモニタリングソフト側では送信開始コマンドを送信後、周期通信が開 
始したことによってコマンド通信完了と判断します。 

 
コマンド （上位→中継基板ユニット） 

サイズ 説明 値の範囲 

1 ヘッダ 1 00h 

1 ヘッダ 2 FFh 

1 コマンド 01h 

1 SUM 値 00h～FFh 

合計 4byte   

 
 
 
 
７－５－２ 送信停止コマンド 
 

ＰＣモニタリングソフト側では送信停止コマンドを送信後、周期通信が停 
止したことによってコマンド通信完了と判断します。 

 
コマンド （上位→中継基板ユニット） 

サイズ 説明 値の範囲 

1 ヘッダ 1 00h 

1 ヘッダ 2 FFh 

1 コマンド 02h 

1 SUM 値 00h～FFh 

合計 4byte   
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７－５－３ 設定読込コマンド 
 
コマンド （上位→中継基板ユニット） 

サイズ 説明 値の範囲 

1 ヘッダ 1 00h 

1 ヘッダ 2 FFh 

1 コマンド 03h 

1 SUM 値 00h～FFh 

合計 4byte   

 

レスポンス （中継基板ユニット→上位） 

サイズ 説明 値の範囲 

1 ヘッダ 1 FFh 

1 ヘッダ 2 00h 

1 コマンド 03h 

1 アラーム出力の極性  

1 カウントモード  

2 ポンプ出力オフディレー-  

1 系統 1の局番 1～6の使用有無  

1 系統 2の局番 1～6の使用有無  

1 系統 3の局番 1～6の使用有無  

1 系統 1の局番 1の各センサ 1～6の使用有無  

 ～  

1 系統 3の局番 6の各センサ 1～6の使用有無  

2 各センサの断線ポンプ動作回数  

2 系統 1の局番 1のセンサ 1の温度閾値  

4 系統 1の局番 1のセンサ 1の吐出カウント下限  

4 系統 1の局番 1のセンサ 1の吐出カウント上限  

1 系統 1の局番 1のセンサ 1の吐出累積値  

 ～  

2 系統 3の局番 6のセンサ 6の温度閾値  

4 系統 3の局番 6のセンサ 6の吐出カウント下限  

4 系統 3の局番 6のセンサ 6の吐出カウント上限  

1 系統 3の局番 6のセンサ 6の吐出累積値  

1 SUM 値 00h～FFh 

合計 

1219byte 

  

各データの内容は７．６参照。 
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７－５－４ 設定書込コマンド 
 
コマンド （上位→中継基板ユニット） 

サイズ 説明 値の範囲 

1 ヘッダ 1 00h 

1 ヘッダ 2 FFh 

1 コマンド 04h 

1 アラーム出力の極性  

1 カウントモード  

2 ポンプ出力オフディレー-  

1 系統 1の局番 1～6の使用有無  

1 系統 2の局番 1～6の使用有無  

1 系統 3の局番 1～6の使用有無  

1 系統 1の局番 1の各センサ 1～6の使用有無  

 ～  

1 系統 3の局番 6の各センサ 1～6の使用有無  

2 各センサの断線ポンプ動作回数  

2 系統 1の局番 1のセンサ 1の温度閾値  

4 系統 1の局番 1のセンサ 1の吐出カウント下限  

4 系統 1の局番 1のセンサ 1の吐出カウント上限  

1 系統 1の局番 1のセンサ 1の吐出累積値  

 ～  

2 系統 3の局番 6のセンサ 6の温度閾値  

4 系統 3の局番 6のセンサ 6の吐出カウント下限  

4 系統 3の局番 6のセンサ 6の吐出カウント上限  

1 系統 3の局番 6のセンサ 6の吐出累積値  

1 SUM 値 00h～FFh 

合計 

1219byte 

  

各データの内容は７．６参照。 
 
レスポンス （中継基板ユニット→上位） 

サイズ 説明 値の範囲 

1 ヘッダ 1 FFh 

1 ヘッダ 2 00h 

1 コマンド 04h 

1 結果 00h：異常 

01h：正常 

1 SUM 値 00h～FFh 

合計 5byte   

 



45 

７－５－５ ログ取得コマンド 
 

ログを読み出し時に１レコードを正常に読み出せない（ＳＵＭ値異常）と 
き、そのレコードデータはレスポンスで返しません。 

 
コマンド （上位→中継基板ユニット） 

サイズ 説明 値の範囲 

1 ヘッダ 1 00h 

1 ヘッダ 2 FFh 

1 コマンド 05h 

1 SUM 値 00h～FFh 

合計 4byte   

 

レスポンス （中継基板ユニット→上位） 

サイズ 説明 値の範囲 

1 ヘッダ 1 FFh 

1 ヘッダ 2 00h 

1 コマンド 05h 

4 ポンプ動作回数 00000000h 

～ 

FFFFFFFFh 

1 ログの種類 00h～02h 

1 内容 00h～05h 

1 拡張データ 1 00h～03h 

1 拡張データ 2 00h～06h 

1 拡張データ 3 00h～06h 

1 拡張データ 4 00h 

1 拡張データ 5 00h 

1 拡張データ 6 00h 

1 拡張データ 7 00h 

－ 以降ログの保存件数により可変  

1 SUM 値 00h～FFh 

最大合計 

3904byte 
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７－５－６ ログクリア 
 
コマンド （上位→中継基板ユニット） 

サイズ 説明 値の範囲 

1 ヘッダ 1 00h 

1 ヘッダ 2 FFh 

1 コマンド 06h 

1 SUM 値 00h～FFh 

合計 4byte   

 

レスポンス （中継基板ユニット→上位） 

サイズ 説明 値の範囲 

1 ヘッダ 1 FFh 

1 ヘッダ 2 00h 

1 コマンド 06h 

1 結果 00h：異常 

01h：正常 

1 SUM 値 00～FF 

合計 5byte   

 
 
７－５－７ 初期化コマンド 
 
コマンド （上位→中継基板ユニット） 

サイズ 説明 値の範囲 

1 ヘッダ 1 00h 

1 ヘッダ 2 FFh 

1 コマンド 11h 

1 SUM 値 00h～FFh 

合計 4byte   

 

レスポンス （中継基板ユニット→上位） 

サイズ 説明 値の範囲 

1 ヘッダ 1 FFh 

1 ヘッダ 2 00h 

1 コマンド 11h 

1 結果 00h：異常 

01h：正常 

1 SUM 値 00～FF 

合計 5byte   
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７－６ 設定データフォーマット       
 

設定データのフォーマット 
 

項目 サイズ  

アラーム出力極性 1byte 00h：N.O.（ノーマリーオープン） 

01h：N.C.（ノーマリークローズ） 

カウントモード 1byte 00h：MODE0 

01h：MODE1 

02h：MODE2 

ポンプ出力オフディレー 2byte 0000h～01E0h 

0～480 分 

系統＊の局番 1～6 の 

使用有無 

＊=各系統 1～3 

1byte 00h～3Fh 

BIT0～BIT5:ID1-ID6 の末端ユニットの使用有無 

 (0:未使用、1:使用) 

系統＊の局番＊の 

各センサ 1～6の使用有無 

＊=各系統 1～3、局番 1～6 

1yte 00h～3Fh 

BIT0～BIT5:CH1-CH6 の EPM センサの使用有無 

 (0:未使用、1:使用) 

断線 ポンプ動作回数 2byte 0001h～0005h 

1～5 回 

温度 閾値 2byte 符号付 FFECh～0064h（符号付 16 ビット） 

-20～100  

吐出 カウント上限 4byte 00000002h～05F5E0FFh 

2～99999999 回 

吐出 カウント下限 4byte 00000001h～05F5E0FEh 

1～99999998 回 

吐出 累積値 1byte 01h～05h 

1～5 回 
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    ８．下位通信仕様       
 

８－１ 仕様                
 

下位通信仕様については、末端基板ユニット取扱説明書を参照してくださ 
い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



49 

  ９．ファームウェア更新機能    
 

本体のファームウェアを更新する機能です。 
ＰＣ上で動作する専用ソフトウェアを使用してファームウェアを更新しま 
す。上位通信ポートとＰＣ間とをＲＳ４８５変換器を介して接続します。 
中継基板ユニットの電源を投入後、５００ｍｓ以内にＰＣから中継基板ユ 
ニットにファームウェア更新コマンドを送信すると、ファームウェア更新 
手順を開始します。本ファームウェア更新機能は、マイコンのブート領域 
に格納されたブートプログラムにより行います。ブートプログラムは工場 
出荷時に書き込まれています。万一ブートプログラムが破損した場合は、 
専用のロムライターにてブートプログラムを書き込む必要があります。 
本ファームウェア更新機能は、エンドユーザー様が使用する想定はしてお 
りません。 
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   １０．エラー検知機能      
 

本機のエラー状態を検知します。 
各エラーは接続構成の設定で「使用設定」になっているもののみ判定対象 
とします。末端基板ユニット内での測定値の状態確定までに時間がかかる 
ので、エラー判定は起動してから１０ 秒後に開始します。 

 
エラーの種類 

 
エラーの種類 内容 

構成エラー 設定した構成でない状態。 
断線エラー センサの断線情報、カウント情報を元に判定した断線状態 
温度エラー センサの温度が閾値以上の状態 
吐出エラー センサのカウント情報を元に判定した吐出異常状態 
通信エラー 規定回数以上末端基板ユニットと通信ができなかったときのエラー 

 
 
 

１０－１ 構成エラー            
 

設定した構成で正常に通信できない状態。 
各末端基板ユニット、ＥＰＭセンサと通信ができなくなった場合、又は、 
構成にないユニットが存在する場合、構成エラーと判断します。 

 
判定 判定方法 

エラー判定 使用あり設定時 

末端基板ユニット：末端基板ユニットとの通信が異常なとき 

EPM センサ：「熱電対測定温度」が 7FFFh のとき 

 

使用なし設定時 

末端基板ユニット：末端基板ユニットとの通信が正常なとき 

EPM センサ：「熱電対測定温度」が 7FFFh 以外（正常温度）のとき 

       センサが繋がる末端基板ユニットの使用がなしの場合、 

       エラー判定対象外となります。 

エラー解除 アラームリセット 

※末端基板ユニット側の処理で、「VCC 短絡エラー」、「GND 短絡エラー」、「断線エラー」 

状態になると熱電対測定温度の値は 7FFFh になります。 
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１０－２ 断線エラー            
 

末端基板ユニットからの断線情報をもとに判定します。 
 

判定 判定方法 

エラー判定 ・「温度測定 VCC 短絡エラー」、「温度測定 GND 短絡エラー」、

「温度測定断線エラー」のいずれか一つでも発生しているとき 

・ポンプ動作が開始から停止になる間の各センサの接点状態を監

視し、一度も ON 状態にならなければ異常と判断し、異常回数を

加算します。 

異常回数が断線ポンプ動作回数に設定した値以上になったとき 

断線エラーと判断します。 

エラー解除 アラームリセット 
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１０－２－１ 断線ポンプ動作回数 監視タイミング 
 
ポンプ動作が開始から停止になる間の各センサの接点状態を監視し、一度もＯＮ状態にならなければ異常と判断し、異常

回数を加算します。一度でもＯＮ状態になったときは異常回数をクリアします。 
異常回数が断線ポンプ動作回数に設定した値以上になったとき断線エラーと判断します。 
センサの状態は５００ｍｓ周期で末端基板ユニットから取得しているので、５００ｍｓ以内に接点の状態が変化したとき、

変化を捉えることができない場合があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エラー監視タイミング 

接点

ON(閉)

OFF(開)

ポンプ動作
開始

ポンプ動作
停止

500ms

異常

接点異常

接点正常

接点正常

500ms 500ms 500ms500ms 500ms

接点正常

ON(閉)

OFF(開)

ON(閉)

OFF(開)

ON(閉)

OFF(開)

ON(閉)

OFF(開)
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１０－３ 温度エラー            
 

末端基板ユニットからの温度情報を元に判定します。 
設定した閾値と復旧値に従し、温度が閾値以上になったとき、温度エラー 
と判断します。 
アラームリセット操作により、エラーを解除します。 

 
判定 判定方法 

エラー判定 温度が閾値に設定した値以上になったとき 

エラー解除 アラームリセット 

 
１０－３－１ 温度エラー 判定タイミング 
 

測定温度が閾値以上になったとき、エラー発生と判断します。 
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１０－４ 吐出エラー            
 

ポンプ動作状態が動作から停止になったとき、各ＥＰＭセンサのカウント 
値を確認し、カウント値が吐出カウント下限に設定したカウント値以下、 
又は吐出カウント上限に設定したカウント値以上の場合、異常として累積 
値を加算ます。 
カウント値が吐出カウント下限から吐出カウント上限の間の場合、正常と 
して累積値を減算します。 
ポンプ動作状態が動作になったとき、前回末端基板ユニットから取得した 
ＥＰＭセンサの接点の状態を確認し、閉（ＯＮ）状態であることを確認し 
ます。閉（ＯＮ）状態でない、又は通信異常状態であったとき、異常とし 
て累積値を加算しその回の監視を終了します。 
累積値が吐出累積値に設定した値以上になったとき、吐出エラーと判断し 
ます。 
累積値の最大値は吐出累積値に設定した値となり、最小値は０とします。 

 
判定 判定方法 

エラー判定 累積値が累積値に設定した値以上になったとき 
エラー解除 アラームリセット 

 
エラー判定 

累積値の値に従ってエラー判定を行います。 

 

累積値が 2の場合の例を以下に示します。 

 

 状態 累積値 エラー判定 

1 正常 累積値 0 

2 異常 累積値 1 

3 正常 累積値 0 

4 異常 累積値 1 

5 異常 累積値 2 → エラー判定 

6 異常 累積値 2 

7 正常 累積値 1 

8 正常 累積値 0  

9 正常 累積値 0   
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１０－４－１ 吐出エラー 判定タイミング 
 
以下に各判定のタイミングを示します。 
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１０－５ 通信エラー            
 

末端基板ユニットと規定回数以上、通信異常が発生したときエラーと判断 
します。 
判断基準は１５０回／１時間、エラー時にエラーと判断します。 
時間経過とともに判断対象の時間を移動し、１分間隔で最新１時間以内の 
通信異常回数を判定に使用します。 

 
判定 判定方法 

エラー判定 エラー回数が判断基準値以上になったとき 
エラー解除 アラームリセット 
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 １１．ポンプ動作回数カウント機能  
 

ポンプが動作状態になった回数を最大９９９９９９９９回までカウントし 
ます。最大カウントに達した後、次のカウントで０に戻ります。 
ポンプ動作回数は内部メモリに記録しており、電源投入時メモリから読み 
出し、電源断前の状態の続きからカウントします。 
内部メモリへはロギングのタイミングでポンプ動作回数も記録しますが、 
最後に記録してから１５分間、時間が空くと自動的に記録します。 
 

   １２．アラーム出力機能     
 

エラーを検知するとアラーム出力（Ｉ／Ｏ 信号）を行います。 
出力の極性は設定に従います。 

 

   １３．センサ状態表示機能    
 

使用あり設定の各ＥＰＭセンサの接点状態が「開」のとき、電源ランプを 
１秒周期（５００ｍｓＯＮ、５００ｍｓＯＦＦ）で点滅します。 
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    １４．ロギング機能      
 

本機の動作イベント、エラー状態をロギングします。 
・ログデータは内部ＦＬＡＳＨに保存します。 
・ログデータは前面の操作スイッチの操作により、前面表示器に表示しま 

す。 
・時計機能は存在しないため、代わりにポンプ動作回数を経過時間としま 

す。 
 

１４－１ レコードフォーマット       
 

以下にレコードフォーマットを示します。 
 
１４－１－１ ログ 
 

ログデータの内容 
 

ヘッダ 

 

ポンプ 

動作回数 

ログの種類 内容 拡張データ SUM 値 

1byte 4byte 1byte 1byte 7byte 2byte 

1byte 2～5byte 6byte 7byte 8～14byte 15～16byte 

 
項目 内容 値の範囲 

ヘッダ ログレコードのヘッダ 00 ｈ 

ポンプ動作回数 ポンプ動作回数 

中継基板ユニットに入るポンプ動作の回数 

0b～99999999b 

ログの種類 ログの種類 次ページ参照 

内容 ログの内容 次ページ参照 

拡張データ イベント、エラーのログそれぞれで内容が異なります。 次ページ参照 

SUM 値 SUM 値 0000h～FFFFh 
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拡張データの内容 
 

ログの種類 ログの内容 拡張データ 説明 

01h：イベント 01h：起動 8～14byte 目：00h ユニット起動時のイベントログです。 

 02h：エラークリア 8～14byte 目：00h エラークリア時のイベントログです。 

 03h：設定変更 8～14byte 目：00h 設定変更時のイベントログです。 

 04h：カウンタリセット 8～14byte 目：00h ポンプ動作回数カウンタリセット時の 

イベントログです。 

 05h：アラーム無効 

   有効設定 

8～14byte 目：00h アラーム無効設定の有効設定 

イベントログです。 

 06h：アラーム無効 

   無効設定 

8～14byte 目：00h アラーム無効設定の無効設定 

イベントログです。 

02h：エラー 01h：断線エラー 8byte 目：系統 

9byte 目：ID 

10byte 目：CH 

11～14byte目：00h 

断線検知時のエラーログです。 

系統：01h～03h 

ID：01h～06h 

CH：01h～06h 

 02h：温度エラー 8byte 目：系統 

9byte 目：ID 

10byte 目：CH 

11～14byte目：00h 

温度異常検知時のエラーログです。 

系統：01h～03h 

ID：01h～06h 

CH：01h～06h 

 03h：吐出エラー 8byte 目：系統 

9byte 目：ID 

10byte 目：CH 

11～14byte目：00h 

吐出異常時のエラーログです。 

系統：01h～03h 

ID：01h～06h 

CH：01h～06h 

 04h：構成エラー 8byte 目：系統 

9byte 目：ID 

10byte 目：CH 

11～14byte目：00h 

構成異常時のエラーログです。 

系統：01h～03h 

ID：01h～06h 

CH：01h～06h 

末端ユニットがエラーの場合、 

CH が 00h になります。 

 05h：通信エラー 8byte 目：系統 

9byte 目：ID 

10～14byte目：00h 

構成異常時のエラーログです。 

系統：01h～03h 

ID：01h～06h 
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 １５．アラームキャンセル機能    
 

アラームキャンセル機能とは、試運転時などにエラー検知を行わない様に 
するため機能です。自動的に２時間後、通常モードに移行します。 
アラームキャンセルモード中は２００ｍｓ周期（１００ｍｓＯＮ、１００ 
ｍｓＯＦＦ）でエラーランプを点滅します。 

 

   １６．アラーム無効機能     
 

アラーム無効設定を有効にすると、エラー、アラームの発生を無効にしま 
す。 
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    １７．設定値一覧       
各設定値を以下に示します。 

 
設定値一覧 

 
 項目 初期値 設定範囲 内容 

アラーム 

出力 

アラーム出力の極性 0 0：N.O. 

1：N.C. 

アラーム出力の極性設定 

N.O.（ノーマリーオープン） 

N.C.（ノーマリークローズ） 

モード カウントモード 0 0：MODE0 

1：MODE1 

2：MODE2 

EPM センサの接点カウントモード 

ポンプ 

出力 

ポンプ出力 

オフディレー 

0 0～480 分 ポンプ出力のオフディレー 

接続構成 末端ユニット 

使用有無 

0 0：未使用 

1：使用 

各末端ユニットセンサの使用有無 

末端ユニット 1～6 

 EPM センサ 

使用有無 

0 0：未使用 

1：使用 

各 EPM センサの使用有無 

末端ユニット 1～6 のセンサ 1～6 

閾値 断線 

ポンプ動作回数 

1 1～5 回 各 EPM センサの 

断線判断ポンプ動作回数 

（断線エラー判定に使用） 

 温度 閾値 50 -20.0～100.0  各 EPM センサの温度異常判定閾値 

末端ユニット 1～6 のセンサ 1～6 

 吐出 カウント下限 1 1～99999998 回 各 EPM センサの吐出カウント数 

（吐出エラー判定に使用） 

上限以上の値には設定できません 

末端ユニット 1～6 のセンサ 1～6 

 吐出 カウント上限 2 2～99999999 回 各 EPM センサの吐出カウント数 

（吐出エラー判定に使用） 

下限以下の値には設定できません 

末端ユニット 1～6 のセンサ 1～6 

 吐出 累積値 1 1～5 回 各 EPM センサの吐出異常検知累積値 

（吐出エラー判定に使用） 

末端ユニット 1～6 のセンサ 1～6 

アラーム 

無効 

アラーム無効 0 0：無効 

1：有効 

有効設定時、エラー、アラームの発生

を無効にします。 

 

※本体でのみ設定可能 

 但し、設定ツールから初期化を行う

と 

 初期値になります。 
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      １８．仕様        
 

１８－１ 仕様               
 
仕様 
 
項目 説明 

名称 EPM センサ用リモート入力装置 中継基板ユニット 

型式 EPM-RU-3-1 

電源(Vcc) DC24V±10% 

最大 0.9A 

上位通信 I/F 2 線式 RS485 通信 (上位機器と 1対 1接続の仕様) 

上位通信拡張 HMS 社のモジュールでフィールドバス対応(今回はハードの作り込みのみ実施) 

下位通信 I/F 電源：DC5V 供給 

通信：物理層 LIN 通信マスタ、通信プロトコルは独自プロトコル(LIN ではない) 

電源と通信は内部制御回路と絶縁、下位通信の各 ch 間は非絶縁 

ポンプ制御信号：ポンプ駆動中にオン(0V)となる信号 

中継基板ユニット-末端基板ユニット間最大接続長=15m 

ポンプ運転状態

入力 

フォトカプラ入力 

ON：5.0V 以下 

OFF：[電源(Vcc) - 5 V] 以上 

アラーム出力 フォト MOS 出力 

最大印過電圧 DC26.4V(DC24V+10%)、 

最大通電電流 100mA（周囲温度 25℃の時）温度ディレーティング有(下図参照) 

(サージ保護素子 DC30V タイプ内蔵 過電流保護機能内蔵) 

筐体 筐体は、既製品の樹脂ケース(IP65(透明カバー組付状態)) 

ケース型式：タカチ製 SPCP131806T 

筐体固定方法 筐体に取り付けされた 4箇所の取り付け足部分を M4 ビスで壁面に固定 

取付足型式：タカチ製 SFL-1 

適用規格 EMI：VCCI classA 

EMS：IEC61000-6-2 準拠 ただし、実施試験項目についてのみ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アラーム出力部_最大通電電流温度ディレーティング 
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１８－２ ブロック図            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ブロック図 
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１８－３ 外形寸法（外形）         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外形寸法図１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外形寸法図２ 
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１８－４ 外形寸法（固定足部）       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

壁面固定足部寸法 
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 １９．トラブルシューティング    
 

１９－１ エラークリア          
 

エラークリアを行ってもクリアできない場合、エラーの原因となる要因を 
復旧させてからエラークリア操作を行ってください。 
通信エラーに関しては 1 分間隔で最新 1 時間のデータを元に回数を計算し 
ているため、エラー発生から復旧までに 1 分かかります。 

 

１９－２ 保存データ           
 

マイコンのフラッシュ領域の劣化により、設定値、ログデータ、カウント 
データの記録値が異常になることがあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


